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三星化学工業事件
　　　第 1回口頭弁論に向けて

　三星化学工業に対し「会社が安全配慮義務

を怠ったことによりがんを発症した」として

労災認定された膀胱がん罹患者らが損害賠償

を求めて 2 月 28 日福井地裁に提訴した事件

の第 1 回口頭弁論が 5 月 8 日（火）13 時 30

分開催されます。

口頭弁論では原告田中さんが意見陳述を行

い、劣悪な労働環境で長年働かされたこと、

環境改善や作業の中止を求めても会社が対処

しなかったこと、本来しなければならない

SDS の整備や衛生教育を怠ったこと、作用者

に吐き気・食欲不振・チアノーゼ・急性膀胱

炎など様々な健康障害が発生しているにも拘

わらず適切な対処を取らなかったことなどが

積み重なり発がんに至ったのであるにもかか

わらず、未だに会社は「安全配慮義務違反は

なかった」と居直り無反省な態度を続けてい

る現状に鑑み、職業性膀胱がんは自分たちで

最後にしなければならず労働者のいのちと健

康を守るためには会社に「安全配慮義務違反」

があったことを裁判で明らかにすることが必

要であり、併せて被災者はがん宣告をされた

時及び具体的な治療のたびに受けるショック

や痛みに加え、将来にわたってがんの再発や

転移に対する不安を抱えておりそのような肉

体的精神的苦痛に対する補償が必要である旨

を陳述します。

支援する会の結成にあたり

【結成総会までの経過報告】

2014 年 2 月最初の膀胱がんの罹患が発覚

2015 年 2 月２人目膀胱がん発症

　　　 8 月３人目膀胱がん発症

　　　 9 月４人目膀胱がん発症

　　　10 月福井市内にて学習会、労組結成

　　　　　と労災申請の方向へ

　　　11 月５人目膀胱がん発症

　　　12 月厚労省膀胱がん多発事案を発表

 　　高山・田中氏記者会見

 　　会社に対し生産停止を要請

2016 年 1 月厚労省要請行動、記者会見

 　職場実態を知らせ労災認定を迫る

 　　三星化学工業労組結成

  2 月６人目膀胱がん発症

  3 月 7 人目膀胱がん発症

  6 月第 1回業務上外検討委員会

  7 月厚労省要請行動

 　三星化学工業埼玉工場前宣伝行動

 12 月業務上外検討委員会まとめ報告

 　　7名全員が労災認定される

 　　8人目膀胱がん発症

2017 年 2 月 9 人目膀胱がん発症

2018 年 2 月福井地裁提訴

 　　福井労基署要請行動

  3 月全員が労災認定される

  5 月 8 日第 1回口頭弁論・報告集会

 　　結成総会

　第 1 回口頭弁論のある 5 月 8 日 19 時より

福井県教育センター 301/302 号室にて、「三

星化学工業の職業がん患者を支援する会」の

結成総会が開催され、上部団体である化学一

般関西地方本部及び支部を始め、福井県労連、

化学一般全関東地本、地域の労働組合や支援

者らが参加する予定です。

働くもののいのちと健康を
軽視する三星化学工業の
無責任体質をただせ
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　4 月 4 日 13 時 30 分より新日本理化徳島工

場で働いた退職者で作る「職業がんと闘うオ

ルトトルイジンの会」総会があり患者と家族

の会世話人の大塚氏と参加してきました。

　最初に昨年亡くなられた方への黙祷を行い

川上代表があいさつされました。労災申請さ

れた方の認定が遅れていることの不安や仲間

がなくなるさみしさが伝わってきました。来

賓には自治労連より伊吹久幸様があいさつさ

れ日頃より力強い支援をされている様子が伺

えました。私達は福井県三星化学工業の動き、

本年 3月に入り全員が認定されたことなどを

お話しました。三原様から議案の提案が丁寧

に行われ、質疑ではやはり未だ労災認定され

ないことへの疑問や膀胱がんや検診に関する

質問が出されました。

　ＯＴの会は当時の作業やばく露の様子がわ

かるように詳細な資料を作成し労基署への提

出をしていますが、これは多数の会員で作り

上げた大変貴重なものとなっています。提出

にあたり作成をＯＴの会として認めさせた経

過など大変苦労されたいきさつも説明がされ

ました。

　私たち患者と家族の会としては「職業がん

をなくそう集会」を是非徳島で開催したい旨

を訴えました。専門家の協力があれば、あと

は複数の産業現場から職場報告を行うことで

職業がんになりうる様々な要因が洗い出さ

れ、今も職場に隠れている課題を浮き彫りに

する中で予防活動や支援体制を強化できるも

のと確信しています。

職業がんと闘うオルトトルイジン
の会総会開催さる

芳香族アミンとは芳香族化合物にアミン

が結合した化合物（図参照）です。ＩＡ

ＲＣ（国際がん研究機構）はモノグラフ

で殆どの芳香族アミンには発がん性があ

ると指摘しています。
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【用語解説】

第 2回ＯＴの会の参加者

アニリンは 1895 年 Rehn 医師が染料製造

工場の労働者に膀胱がんが多発していた

ためその原因物質としました。ベンジジ

ンは日本で 1950 年代より戦後復興策と

して大量に製造されましたが 60 年代に

入ると膀胱がん患者が多発し 72 年製造

禁止物質になりました。オルトトルイジ

ンも膀胱がんの原因物質として 1982 年

の論文ほか多数指摘されています。日本

では法規制が遅れ三星化学工業での膀胱

がん多発事案を受け、2017 年特化則 2 類

の規制が施行されています。

また今回の膀胱がん多発事案を受け厚労

省が全国的にオルトトルイジンによる発

がん調査をする過程で別の芳香族アミン

である MOCA（3,3’- ジクロロ -4,4’-

ジアミノジフェニルメタン）による膀胱

がん患者が発生していることが発覚し、

同 17 年 MOCA 取り扱い労働者の特殊健康

診断が追加されました。

典型的な芳香族アミン


